
※ 紙面の関係上、一部を掲載しております。詳細は、青少年サポートセンターホームページ 

内「子どもの安全・安心」をご覧ください。 
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「より良い環境の中で」        青少年サポートセンター 

                           主 査 大 木 恵 一 

今年度４月に青少年サポートセンター

南分室に着任しました、大木恵一と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 今年も寒い冬を迎える１２月となり、何

かとあわただしい季節となりました。この

時期になると、一年を振り返ることが多く

なります。特にスポーツでは、冬季ピョン

チャンオリンピックでの羽生選手やサッ

カーワールドカップの決勝トーナメント

に進出した日本代表チーム、メジャーデビ

ューしたプロ野球の大谷選手など、多くの

日本人選手の活躍は、青少年たちにとって

夢と希望、そして感動を与えてくれました。

しかし、その一方で、監督・コーチによる

パワーハラスメントや暴力行為等のニュ

ースにより、青少年を失望させてしまうこ

とも多くあった年でした。 

 さて、各スポーツで活躍できる選手を育

成するためには、選手を取り巻く監督・コ

ーチ等と、トレーニングを行う環境をしっ

かりと整えることが重要です。監督・コー

チがしっかりと選手を見守ることと、より

良い環境の中で、選手が努力を積み重ねて

いくことが互いの信頼を深め、選手の素晴

らしい活躍につながります。これはスポー

ツの世界だけでなく、青少年を育てていく

上でも、同じことが言えるのではないでし

ょうか。青少年を取り巻く保護者や学校の

教師、地域の大人が、監督・コーチとして

愛情をもってしっかりと見守り、地域を安

全で安心な環境に作りあげていくことが、

青少年の未来を広げていくことにもつな

がっていくと思います。 

今年は、大阪北部地震や西日本豪雨、北

海道胆振東部地震等の自然災害による大

規模な被害により、未だに復興できていな

い地域が多々あります。自然災害により、

日常の環境が大きく変わってしまった

方々の、一日も早い復興を願っています。

そして、私自身も自分の置かれた環境を大

切にし、子どもたちを見守る大人として、

より良い環境づくりを目指し、精一杯青少

年をサポートしていきたいと思います。 

☆不 審 者 等 情 報 に つ い て            ≪平成３０年１０月～１１月≫ 

区 分 発 生 日 時 場 所 内      容 

暴行 
１０月 

午後１時５分頃 

若葉区 

桜木 

小学校中学年男児が下校途中、自転車に乗っ

た男に、手で胸を突かれた。男は４０歳代位、

坊主頭、小太り、紫色の服を着用。 

露出 
１０月 

午後３時頃 

中央区 

仁戸名町 

小学校低学年女児が下校途中、男に「一緒に

住まない？」などと声を掛けられた。男はその

場でズボンを下ろして露出した。男は３０歳位、

長髪、赤い上着、黒いズボンを着用。 

盗撮 
１１月 

午後４時３０分頃 

花見川区 

こてはし台 

中学校男子生徒１名と女子生徒３名が下校途

中、スマートフォンを向ける男に遭遇。男は４

０歳代位、短髪、紺のセーター、黒のズボン、

自転車に乗車。 
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～不登校や問題行動を抱える児童・生徒でお困りの学校へ～ 
 
青少年サポートセンターでは、不登校や問題を抱えている児童・生徒を受け入れ、学

校生活に戻ることを目標に、学習支援や生活指導をしています。 
 
≪サポート事業までの流れ≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆必要に応じて、本人の体験サポートも可能です。 
☆必要に応じて、専門機関や関係機関への協力依頼や橋渡しをします。 
  （例）児童相談所、警察少年センター、 

市教育センター、養護教育センター等 

 

 

 

青少年サポートセンターでは、非行・いじめ・不登校・その他の様々な悩みをかかえる方

の相談に応じています。対象者は、千葉市在住の２０歳未満の子ども・若者と、そのご家族

の方です。どうぞご利用ください。 

◎相談方法  電話相談及び来所相談（予約制）など   

 

 

 

 

 

 

 

☆個人情報は厳重に管理するとともに、他の関係機関と連携する場合には、相談者から同

意を得た上で取り扱います。 

 

《 サポート事業・電話相談・来所相談 月～金 ９：００～１７：００ 》 
 

【中  央】(中央・稲毛区)  中央区役所３階 

ＴＥＬ：０４３（２２７）７８３０ 

【東分室】(若 葉 区)   千城台市民センター２階 

ＴＥＬ：０４３（２３７）５４１１ 

【西分室】(美 浜 区)   千葉市教育会館２階 

ＴＥＬ：０４３（２７７）０００７ 

【南分室】(緑 区)      鎌取コミュニティセンター等複合施設１階 

ＴＥＬ：０４３（２９３）５８１１ 

【北分室】(花見川区)      花見川市民センター等複合施設１階 

ＴＥＬ：０４３（２５９）１１１０ 

保護者や学校がサポート事

業を希望 

⇒最寄りのサポートセンター

にお電話を！！ 

学校、保護者、本人、サポートセンター

職員とのケース会議を開催 

・要請内容の確認 

（問題行動やその背景、本人の課題等） 

・サポート内容等の確認 

サポート事業開始 

(最寄りの分室で 

週に２～３日実施) 

このようなお悩みはありませんか 

学校に行きたがらない 友人関係が心配 

夜遊びや無断外泊をする 

いじめが心配 

たばこを吸う・酒を飲む 


